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行 事 報 告 

 
 
 
 

日時：11月 8日(金)午後 3時 30分 

場所：広島市役所本庁舎 2階「講堂」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送日時：11月 8日(金)午後 4時 45分 

収録場所：県歯会館 1階「広島口腔保健センター」

広島ホームテレビ「いい歯の日」特集での啓発活動 

 平成３１年度「８０２０」いい歯の表彰式ならびに 

「グランドビューティフル歯ッション賞」認定証授与式 

(左)表彰式の様子(右)表彰の様子 
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日時：11月 10日(日)午前 11 時 

場所：広島駅南口エールエール地下広場

 

 

日時：11月 10日(日)午後 1 時 15分 

場所：県歯会館 2 階「ハーモニーホール」

広島市歯科医師会第 1 回 学術講演会 

出演した若林大輔本会地域歯科保健部理事 

(テレビ画面より) 

薬と健康のやく薬フェスタ 

講演をする山﨑利恵学術部委員 
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日時：11月 17日(日)午前 9 時 

場所：県歯会館 2 階 

第 58 回 広島県歯科医学会 

講演をする米澤大地氏 

参加した加藤正昭地域歯科保健部前副委員長 
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日時：11月 27日(水)午後 6 時 15分 

場所：広島市中区役所 6階「教育委員室」 

https://www.nichigakushi.or.jp/download/file/gaisy

o_manual.pdf

役員自己紹介 
谷厳範理事 

委員会旅行での熊本にて 

 歯・口の外傷対応パネル及びティースキーパーネオの 

寄贈における感謝状贈呈式 

(左)感謝状受領の様子(右)贈呈式に出席した役員と糸山隆広島市教育長 
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花岡宏一理事  

政治経済を教育すべく 

国会議事堂にて 

USJにて。寿命が確実に縮まりました。 

現在、不摂生時 

20年前、摂生時 
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水内裕之理事 

2014年 4月大瀬良投手プロ入り初勝利の 

号外をゲット 
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今月号で三役・理事の自己紹介は終了です。次号は監事の先生方を紹介いたします。

今後は支部の紹介や各部委員の先生方の紹介をしていく予定です。 

 

2017年 8月試合前の腹ごしらえ 
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 私は会長基本方針において、

｢本会は乗り越えるべき多くの節

目を経て安定飛行に入った今こ

そ、会員相互の絆を深める共益事

業の充実が必要である｣旨を述べ

ました。今回、会員親睦事業を主

たる職務とする厚生部(谷厳範理

事)を設置したのはそういう思い

からです。 

 広島市歯科医師会は公益の視

点やオートノミー(自律性)を持

つことが必要ですが、会員一人一

人に会への帰属意識、愛会精神が

なければ、絵に描いた餅になりま

す。 

 現在、支部においてすばらしい

懇親事業を行っていただいてい

ますが、本会としての親睦事業も

充実させたいと考えています。こ

こで私が大切にしたいのは、①会

員同士の親睦、②家族を巻き込ん

だ会員の絆、です。400人規模の

会での事業立案は難しい部分も

沢山ありますが、知恵を絞ってい

きたいと思います。 

 いきなり多くを変えることが

難しい事は分かっていますが、谷

理事率いる厚生部は、一生懸命取

り組んでくれています。そのいく

つかをご紹介したいと思います。 

クリスマスパーティーは、土曜日

の開催を強く要望していました

が、ホテルの都合で日曜日のお昼

の開催となりました。医院従業員

の忘年会を兼ねておら

れる先生方には、申し

訳なく思います。しか

しその分、くじ引きの

景品としてホテル提供

の宿泊券やディナー券

などの本数を増やして

いただき、またその他

景品も厚生部が魂込め

て準備してくれていま

す。また、あくまで会員

懇親事業であることを

鑑み、ご来賓のうち政治家の先生

方には、新年互礼会にお越し頂く

こととしてご案内を差し上げま

せんでした。長い挨拶より、楽し

い時間を共有したいと思います。 

新年互礼会は、これまで三役が中

心となって立案していましたが、

今回初めて厚生部の担当事業に

位置づけました。新年互礼会は対

外的意味合いもありますので、政

治家の先生方にもお越し頂きま

す。今回は鏡開きなどの工夫で、

思い切って乾杯までの時間を短

縮し、また、皆様あっと驚くしつ

らえもご用意しました(当日まで

の秘密です、笑。)。対外的な側

面と、会員懇親の部分とを調和さ

せて、皆様にとって楽しい時間に

なるよう努力します。どうぞ新年

互礼会(1月 4日土曜日開催)にお

こしください！ 

 人気のカープ観戦は、現在すで

に来シーズンにむけて球団と交

渉中ですが、一度に多くの会員同

士が交流できるよう、150 人規模

のパーティールームの確保を目

指しています。 

 来年度の実施予定になります

が、新たな懇親事業も厚生部で検

討してもらっています。これは、

特に会員家族、なかでもお子さん

に参加頂けるような事業です。会

員家族に歯科医師会を理解して

頂くことで、会員の会務への参加

のハードルが下がることも期待

しています。 

 本会 100 周年の歴史は、先輩方

の愛会精神や公衆衛生に掛ける

思い、そして医療人としての高い

倫理観の延長線上に存在してい

ることを強く感じています。会費

という浄財を、会員の皆様にきち

んとお返しできるような事業を

考えていきたいと思っています。 

 

 

会長コラム （第 5 回） 

柔しく剛く 
 
広島市歯科医師会に 

おける親睦について 

熊谷 宏 
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支部だより 

 

第 15 回 認知症研修会 

日時：10月 30日(水)午後 6 時 50分 

場所：広島文化学園ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東区救急蘇生講習会 

日時：11月 5日(火)午後 7時 

場所：JR広島病院 3階「大会議室」 

中区支部 

東区支部 

参加した宮城昌治中区厚生部医務監・(事)健康長

寿課課長と村上智子ふないり脳クリニック副院長

と中区支部会員 

中区支部会員 



 

   - 10 - 

 
 
 

第 20 回 南区ボランティアフェスティバル 

日時：10月 27日(日)午前 10 時 

場所：南区役所別館 

 

令和元年度 広島市在宅医療・介護連携推進事業 広島市南区市民公開講座 

日時：11月 2日(土)午後 2時 

場所：広島市南区民文化センターホール 

南区支部 

講習会の様子 

会場の様子 
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令和元年 南区支部学術講演会 

日時：11月 15日(金)午後 7 時 30分 

場所：県歯会館 6 階「会議室」 

 

 

 

第 5回 井口台・井口圏域 ｢在宅医療・介護関係者の連携会議｣  

日時：10月 26日(土)午後 3 時 

場所：草津病院北館「作業療法室」 

西区支部 

閉会の辞を述べる 

有馬隆南区地域保健対策協議会理事 

講演会の様子 
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平成 31年度「在宅医療・介護連携 西区地域保健対策協議会講演会」 

日時：10月 30日(水)午後 7 時 

場所：リーガロイヤルホテル広島 3階「宮島の間」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

西区支部「第 35 回 西区民まつり」 

日時：11月 3日(日)午前 8時 30分 

場所：西区西部埋め立て第五公園 

(左から)出席した 

豊田育星氏と角田達彦西区支部長と濱岡代枝氏 

講演会の様子 
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各部からの報告 

 
 

 

広島市医療安全推進協議会より 
－こんな医療トラブルが起こっています－ 

 
広島市医療安全支援センターに寄せられる苦情・相談の現状について具体的相談事例を報告します。

なお、個人情報保護の観点から、相談者の個人特定が行われないように、相談内容に関しては、若干の
修正を加えております。今後も毎月 2～3事例ずつご紹介していきます。 
 
事例１：セカンドオピニオンを求めるべきか迷って
いる 
先日自宅近くの歯科を受診した際、歯がだめにな
っており、「差し歯を取る、仮歯を作るのに一週間
ぐらいかかる。」と言われた。それまで歯のない状
態になる。歯科医は「マスクでもしておけばいい。」
と言うが、仕事上マスクができない。また「根っこ
の治療は三か月くらいかかるし、保険がきかない
かもしれない。」とも言われている。このまま今の
歯科医院で治療を続けていいものなのか、セカン
ドオピニオン的に他院を受診しようかと迷っている。 
（センターの対応） 
治療内容の妥当性については、当センターでは判
断できず、歯科医師に歯の状態や治療内容を詳
しく聞くのが望ましいことを伝えた。相談者は「何
か聞きにくい。」と、他院受診に気持ちが傾いてい
る様子。歯科医師会で治療の相談ができるかもし
れないので、その上で継続か他院受診かを決め
ることを勧めた。 
（コメント） 
近年、セカンドオピニオンを求める患者さんが増え
てきています。治療説明は十分に行い、患者さん
との信頼関係を築けるよう心がけましょう。また、
セカンドオピニオンを求められた際は、前医やそ

の治療に対する批判をするのではなく、第三者か
ら見た客観的事実を伝えるようにしましょう。 
 
事例２：自由診療で行った治療の不具合とその対
応に不満がある 
保険を使った歯は、ガクガクしてみっともない。歯
の治療は全て自由診療でしている。昨年夏に奥歯
の治療をして白い被せ物を入れたが、今ガタガタ
に壊れている。奥歯だからもっと強い素材で作っ
てくれたらいいのに。「今回は無料で治療するが
今度壊れたら知りませんよ。」と言われた。 
（センターの対応） 
「自由診療に関しては全て歯科医師との契約にな
るので、よく話を聞き、文書を貰うなりして補償の
確認をしたほうがいい」と伝えた。「え、そんな話初
めて聞いた。何回か歯科を変わったが、誰もそん
なこと言わない。」契約に関する相談は消費生活
センターになることも伝えると「あ、そう。ありがと
う。」とのこと。 
（コメント） 
自由診療を行う際には、材質の特性やそれぞれ
の料金、保証期間や補償の条件などを十分に説
明しましょう。用いる材料により、生じる可能性が
ある不具合についても説明しておくとよいでしょう。

 
 
 

総務部 

(左)活動の様子(右)参加した西区支部会員 
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記事の詳細確認は自己責任にてリンク先でお願いします。 

最新記事はホームページにてご覧ください。各記事の QR コードをスマートフォン等で読み取っていただければ、該

当記事のページにアクセスできます。（リンク切れはご容赦願います。） 

 

今月の知っておきたいこと

▼内閣府の全世代型社会保障検討会

議で定額負担に反対の意示す--日歯 
日本歯科新聞 (2019 年 11月 21 日)  

http://www.dentalnews.co.jp/news/detail/2019/index

.html#1119_13 

 誰もが安心できる社会保障制度に関わる検討を行うた

めに内閣府が 8 日に開催した第 2 回「全世代型社会保障

検討会議」で、日本医師会、日本歯科医師会、日本薬剤

師会がヒアリングを受けていたことが分かった。9 日に

大分市のホテル日航大分で開かれた「『中国・四国』『九

州』地区歯科医師会役員連絡協議会」の来賓あいさつで

日歯の堀憲郎会長が報告した。堀会長は、緊急に安倍晋

三総理大臣から三師会が招かれたと明かし、「代表して横

倉（日医）会長が三師会で同意していた資料について説

明し、その後に質問に答える形で行われた」と説明。「受

診時定額負担について外来の多い歯科への影響が大きい

のではないかとの質問があり、その通りと申し上げた」

と明かした。 

 

▼"団塊世代が 75 歳になると...保

険財政悪化" 改革求める 健保連 

三重県歯科医師会 (2019年 11 月 22 日)  

NHK NEWS WEB 2019 年 11月 22 日 16 時 46 分 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20191122/k1001218

7291000.html 

健保連＝健康保険組合連合会の全国大会が開かれ、団

塊の世代が 75 歳になり始める 2022 年から保険財政の悪

化が見込まれるとして、後期高齢者の医療費の自己負担

を引き上げることなど、抜本的な改革を求める決議を採

択しました。 

大企業の「健康保険組合」でつくる健保連＝健康保険

組合連合会は、東京都内で大会を開き、およそ 4000人

が出席して決議を採択しました。それによりますと、い

わゆる団塊の世代が 75 歳になり始める 2022 年以降、財

政悪化が急速に進むと見込まれ、保険制度は危機的な状

況に陥るとしています。そして、制度を維持するため

に、原則 1 割となっている後期高齢者の病院での窓口負

担を、75 歳になった人から順次、2 割に引き上げること

や、薬の保険の適用範囲を見直すことなど、抜本的な改

革を行うよう求めています。大塚陸毅会長は「現役世代

の負担に過度に依存する今のままでは、国民皆保険制度

を維持することは難しい。全世代で支え合う保険制度へ

の改革が不可欠だ」と述べました。最後に、厚生労働省

に決議を手渡し、政府の全世代型の社会保障制度改革に

反映するよう要請しました。 

▼医師の人件費など「本体」の引き上

げ要望 自民の医療研究会 
NHK NEWS WEB  (2019 年 11 月 22 日) 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20191122/k1001218

7401000.html 

自民党の「医療政策研究会」のメンバーが菅官房長官

と面会し、来年度の診療報酬改定では医師の人件費など

にあたる「本体」部分を引き上げるよう求めました。 

自民党の国会議員や日本医師会の役員らでつくる「医

療政策研究会」のメンバーは 22 日、総理大臣官邸で菅

官房長官と面会し要望書を提出しました。要望書では、

来年度の診療報酬改定について医師の賃金の伸び率はほ

かの業種に比べて低く、働き方改革を進めるためにも医

療機関に一定の手当てが必要だとして、医師の人件費な

どにあたる「本体」部分の引き上げを求めています。ま

た、健康寿命の延伸や予防医療の発展に力を入れて取り

組むよう求めているほか、病院の外来受診の際、窓口負

担に一定額を上乗せする定額負担制度については、患者

の負担が増え受診の抑制につながりかねないとして導入

に反対するとしています。このあと、武見・元厚生労働

副大臣は記者団に対し「医師の働き方改革で必要な新た

な人件費などにしっかりと財源を確保してほしいと要望

した。菅官房長官はよく話を聞いてくれた」と述べまし

た。 

 

 

ニュースピックアップ 
 

▼もし災害にあったら…口腔ケア 

大さじ２杯の水で命守る 
産経ニュース   2019 年 10 月 29 日

https://www.sankei.com/life/news/191021/lif1910210

018-n1.html 

東日本で河川堤防が次々と決壊し、広い範囲に浸水被害

をもたらした台風１９号。断水や避難生活で水が十分に使え

ない状況では、健康の悪化も懸念される。 

◎深刻な水不足時には、コップに大さじ２杯程度の水に歯

ブラシを浸し、歯を磨いたらブラシの汚れをティッシュで拭い、

また磨く…。これを繰り返して、最後にコップの水を数度に分

けて口に含む－という節水型の歯磨き法が紹介されていまし

た。どんな非常時でも口腔ケアは大切です。 

 

▼入れ歯 毎日手入れしないと… 75

歳以上は肺炎リスク約 1.6 倍に 
NHK NEWS WEB 2019 年 11月 5 日 

広 報 部 

https://www.sankei.com/life/news/191021/lif1910210018-n1.html
https://www.sankei.com/life/news/191021/lif1910210018-n1.html
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https://www3.nhk.or.jp/news/html/20191105/k1001216

4721000.html?utm_int=news-culture_contents_list-

items_005&fbclid=IwAR00IKceur7HZc0crKAI9rN_GLLrhSL

s-AMv0m2_dqroe0H3Du7wJxI8cZ4 

入れ歯を使っている 75 歳以上の高齢者が毎日手入れを

しなかった場合、肺炎のリスクが、手入れしている人の 1.58

倍になることが東北大学などの研究で分かりました。 

◎肺炎予防に口腔ケアの重要性が提唱されて久しいです

が、同様に義歯の清掃も忘れてはいけませんね。デンチャー

プラークまみれの義歯を装着している患者さんには我々の啓

蒙が必要です。 

 

▼カンニング竹山さん“医療保険制度

の厳しい状況に目を向けて”  
NHK NEWS WEB  2019 年 10 月 7 日 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20191007/k1001211

6051000.html?utm_int=nsearch_contents_search-

items_009 

高齢化の進展で、医療保険制度の財政悪化が見込まれる

中、タレントのカンニング竹山さんらが参加して東京 銀座で

イベントが開かれ、制度の厳しい状況に目を向けてほしいと

呼びかけました。 
◎このイベントは大企業の従業員らが加入する健康保険

組合でつくる、健保連＝健康保険組合連合会が開いたもの

です。会場では公的医療保険制度の厳しい状況を伝える動

画が発表され、健康保険の重要性を訴えたそうです。健康

保険を維持していくために、国民全体で真剣に取り組む必

要があります。 

 

▼「医療費の節約術」教えます 協会

けんぽ山形支部、ＨＰで紹介 
山形新聞  2019 年 10 月 7 日 

https://www.yamagata-

np.jp/news/201910/07/kj_2019100700143.php 

中小企業の従業員らが加入する全国健康保険協会（協会

けんぽ）の加入者 1 人当たりの医療費が増え続ける中、同協

会山形支部は節減の対応策「医療費の上手な節約術」をま

とめた。支部ホームページで掲載。治療途中で受診先を変

える「ハシゴ受診」など、医療費増につながる要因の抑制を

呼び掛けている。 

◎協会けんぽの山形支部が医療費の伸びを抑える節約

術として、ハシゴ受診の抑制や時間外受診の抑制などを推

奨しています。また、ジェネリック医薬品の利用促進も奨励し

ています。医療費を節約することは大切なことですが、患者

自身が納得できる方法をとることも重要だと思います。 

 

▼量子コンピューター演算で「スパコ

ン超え」＝創薬に貢献も－米グーグル 
時事ドットコムニュース 2019年 10月 24日 

https://www.jiji.com/jc/article?k=2019102400810&g=

int 

米グーグルの研究チームは２３日付の英科学誌ネイチャ

ーで、最先端のスーパーコンピューターで約１万年かかる計

算を、同社の量子コンピューターを使い約３分２０秒で解いた

とする論文を発表した。実用化が進めば、医薬品開発などへ

の貢献が期待されている。 

◎複雑な化学式が必要な創薬研究も量子コンピューター

でサクサク進むといいですね。一方で暗証番号の解読など

犯罪に使用される危険性もありそうです。 

 

▼薬剤耐性菌 発生防ぐには…抗菌

薬 必ず飲みきる 
yomiDr  2019 年 11 月 2日 

https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191021-

OYTET50017/?catname=news-kaisetsu_kaisetsu-

kikaku_shiritai 

抗菌薬（抗生物質）は、結核や肺炎などを患った時に使わ

れる身近な薬だ。だが、ウイルスが原因の病気の時に飲むな

ど、誤った使い方をすると、薬が効かなくなってしまう。不適

切な飲み方をする人が多く、問題となっている。 

◎薬剤耐性菌は、適切に処方された抗菌薬を自己判断で

止めてしまう事から起きるようです。自分自身に処方された場

合はきちんと飲みきる事が大切です。そして我々も患者さん

に抗菌薬を出す際には漫然と処方せず、用法・容量を考え

る必要がありますね。 

 

▼若者に急拡大のフレーバー電子た

ばこ 肺疾患急増で規制の動き 
産経ニュース  2019 年 10 月 11 日 

https://www.sankei.com/life/news/191011/lif1910110

039-n1.html 

米国で急速に利用が広がっている「電子たばこ」への

風当たりが強まっている。さまざまな風味にひきつけら

れた若者の間でファッション化する一方、吸引と関係す

るとみられる肺疾患の患者が急増しており、各地で販売

を規制するなどの動きが出始めている。 

◎アメリカでの話題ですが、最新の全国青少年たばこ調

査で、青少年の電子たばこ使用率が継続的に上昇しており、

これに伴い、米疾病対策センター（CDC）が電子たばこの使

用を控えるよう警告を発しました。日本でも電子タバコについ

て早期に検討する必要があります。 

 

▼無届けの幹細胞採取や投与、廊下の

ベッドで実施 
yomiDr 2019 年 11 月 6 日 

https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191106-

OYTET50006/?catname=news-kaisetsu_news 

大阪医科大学（大阪府高槻市）の講師だった男性医

師（５２）による無届け再生医療事件で、脂肪幹細胞の人

への投与などの再生医療が実施されたのは、研究室前

の廊下だったことが、大阪医大への取材でわかった。  

 ◎無届けで人を使った研究はもはや「人体実験」と言うべき

ではないでしょうか。しかもそれが災害時など緊急事態なら

いざ知らず、病室ではなく廊下で行われていたとは、開いた

口が塞がりません。厚労省によると、「局所麻酔や点滴投与

などは医療行為にあたり、医療法に基づいて、医療行為が

許される病院や診療所、介護施設などで実施する必要があ

る」とのことです。ところで在宅治療の場合はどうなのでしょう

か。 

 

▼「ちょい忘れ」は認知症の始まり？ 

その原因、深刻度、改善策 
yomiDr. 2019 年 11 月 15日 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20191105/k10012164721000.html?utm_int=news-culture_contents_list-items_005&fbclid=IwAR00IKceur7HZc0crKAI9rN_GLLrhSLs-AMv0m2_dqroe0H3Du7wJxI8cZ4
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20191105/k10012164721000.html?utm_int=news-culture_contents_list-items_005&fbclid=IwAR00IKceur7HZc0crKAI9rN_GLLrhSLs-AMv0m2_dqroe0H3Du7wJxI8cZ4
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20191105/k10012164721000.html?utm_int=news-culture_contents_list-items_005&fbclid=IwAR00IKceur7HZc0crKAI9rN_GLLrhSLs-AMv0m2_dqroe0H3Du7wJxI8cZ4
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20191105/k10012164721000.html?utm_int=news-culture_contents_list-items_005&fbclid=IwAR00IKceur7HZc0crKAI9rN_GLLrhSLs-AMv0m2_dqroe0H3Du7wJxI8cZ4
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20191007/k10012116051000.html?utm_int=nsearch_contents_search-items_009
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20191007/k10012116051000.html?utm_int=nsearch_contents_search-items_009
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20191007/k10012116051000.html?utm_int=nsearch_contents_search-items_009
https://www.yamagata-np.jp/news/201910/07/kj_2019100700143.php
https://www.yamagata-np.jp/news/201910/07/kj_2019100700143.php
https://www.jiji.com/jc/article?k=2019102400810&g=int
https://www.jiji.com/jc/article?k=2019102400810&g=int
https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191021-OYTET50017/?catname=news-kaisetsu_kaisetsu-kikaku_shiritai
https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191021-OYTET50017/?catname=news-kaisetsu_kaisetsu-kikaku_shiritai
https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191021-OYTET50017/?catname=news-kaisetsu_kaisetsu-kikaku_shiritai
https://www.sankei.com/life/news/191011/lif1910110039-n1.html
https://www.sankei.com/life/news/191011/lif1910110039-n1.html
https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191106-OYTET50006/?catname=news-kaisetsu_news
https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191106-OYTET50006/?catname=news-kaisetsu_news
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https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191113-

OYTET50010/?catname=news-kaisetsu_kaisetsu-

kikaku_shinso-news 

よく知っている人の名前が出てこない、好きなドラマのタイ

トルを忘れてしまった……。きょうのテーマは「ちょい忘れ」。

認知症の始まりかな、と不安に思っている方も多いと思いま

す。 
◎誰もが心配になる認知症です。外に出て人と交流する、

趣味を楽しむ、などの他にも歯磨きも予防改善につながるよ

うです。何より自分のため家族のためにも不安を感じたら早

期受診が大切ですね。 

 

▼50 歳を過ぎたら要注意！「加齢黄

斑変性」自分でわかるセルフチェック

法 
NHK 健康チャンネル 2019年 11 月 7 日 

https://www.nhk.or.jp/kenko/atc_522.html 

加齢黄斑変性は、50 歳を過ぎたころから発症の危険

性が高くなり、場合によっては、40 歳代後半で発症する

こともあります。放置していると、日常生活が困難になる

ほどの視覚障害になるおそれがあります。  

◎男性に多いと言われる加齢黄斑変性ですが、我々歯科

医にとって目は命！男性の先生方はもちろん女性の先生方

も、セルフチェックや定期検診、禁煙や食事の改善など、で

きる予防法から始めましょう。 

 

▼花粉症治療薬に「ゾレア」を了承…

厚労省部会  
yomiDr  2019 年 11 月 1日 

https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191101-

OYTET50008/?catname=news-kaisetsu_news 

厚生労働省の専門家部会は３１日、重症の花粉症の治

療薬として、ノバルティス社の「ゾレア（一般名オマリ

ズマブ）」を了承した。 

  ◎春先になると多くの「花粉症」の方を見かけます。

皆さんマスク姿で苦しそうです。現在は対症療法が主と

見受けられますが、根治療法が発見されればノーベル賞

ものかもしれません。 

 

▼ベルギーの元パラ選手が安楽死 

リオ、ロンドンで金銀銅 
共同通信 2019 年 10 月 23日 

https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20191023-

00000012-kyodonews-int 

パラリンピックの車いす陸上女子メダリストで、脊髄疾患で

痛みに苦しみ、安楽死の希望を公表していたベルギーのマ

リーケ・フェルフールトさん（40）が死を決断し、同国東部の自

宅で 22日、医師の投薬を受けて亡くなった。 

 ◎日本では認められていない安楽死ですが、個人の考え

方が多様化する昨今、改めて慎重な議論が必要な時期が来

ているのかもしれません。

 
 
 
 
 
 

 

 

FMラジオ「FMちゅーピー76.6MHz」サイマルラジオスタート 
「お口の健康広場デンタルパーク」 広島すまいるパフェ 第 1・3水曜日午後 0時 50分から 
12月 4日放送分 
「乳歯は永久歯のナビゲーター」 
広島市歯科医師会 谷厳範理事 

12月 18 日放送分

「顎関節症について」 
広島市歯科医師会 水内裕之理事 

 

 
 

 

 

 

FM ラジオ「FMちゅーピー76.6MHｚ」 

https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191113-OYTET50010/?catname=news-kaisetsu_kaisetsu-kikaku_shinso-news
https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191113-OYTET50010/?catname=news-kaisetsu_kaisetsu-kikaku_shinso-news
https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191113-OYTET50010/?catname=news-kaisetsu_kaisetsu-kikaku_shinso-news
https://www.nhk.or.jp/kenko/atc_522.html
https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191101-OYTET50008/?catname=news-kaisetsu_news
https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20191101-OYTET50008/?catname=news-kaisetsu_news
https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20191023-00000012-kyodonews-int
https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20191023-00000012-kyodonews-int
http://www.simulradio.jp/%23chugoku
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広報部より連載記事をぼちぼちと発信いたします。気長にお付き合いのほどを。 

 

誰もが納得！ I ❤ 広島弁じゃけぇ。 
 

〜第 2回〜 学生時代の思い出 ノルって何だ？？ 
 

二葉里志さんは関西出身です。そういえば昔こんなことがありました・・・・・ 

広島歯科大学の六年生になり、病院での実習に緊張の日々を過ごしています。指導教官が患者さんを診療する様

子を見学するのですが、ボーとしていると後から指導教官の質問攻めにあうのです。二葉さんは指導教官と患者さ

んのやり取りにこそ臨床のヒントがあると信じて熱心にメモを取ります。今週から口腔外科第一の見学実習です。

補綴や保存の診療室と違って立位で診療する先生が大半なのと、外傷や悪性新生物など、患者さんの様子も違い

ます。診療室を共用する口腔外科第二からは歯式をドイツ語で取る I准教授の声が聞こえ、大阪弁で学生を叱り

飛ばす G教授の大きな声が響き渡ります。 
今日は口腔外科第一の Y准教授による口腔癌の術後健診の日です。Y先生に執刀してもらった多くの患者が

順番を待っており、看護婦さんが順序良く診療室のチェアーに案内します。二葉さんの他には同期の学生が 7名、

研修医や若手の医局員も 8名で Y先生の診察を取り囲んでおり、いやが上にも二葉さんの緊張感は上がります。

Y先生は患者ごとにまず全身状態を確認し、続いて口腔内を診察します。若手の医局員に所見を口頭で伝え、医

局員がカルテに記載しており、二葉さんの勉強にもなります。最後に頸部リンパ節への転移がないかを触診にて確

認するのですが、Y先生はそのつど患者さんに「ノッテ」と言い、患者さんは必ず下顎を上にあげて Y先生が触診し

やすい体勢を取るのです。不思議に感じた二葉さんは隣にいる同期の M さんにヒソヒソ声で尋ねます。「ノッテって

何語？初めて聞くんだけど」・・・ 
◎老若男女問わず県内の多くの人が「下顎を持ち上げ、背中を反らす」

ことを「ノル」（アクセントは「ノ」）と表現します。勝手な推察ですが「ノ（ケゾ）

ル」と関係しているのかもしれませんね。Y先生の言った「ノッテ」は「下顎

を上げてのけ反って」というニュアンスだったのです。ちなみに県内では母

親が幼児に向けて「ノーンして」と言いながら下顎を持ち上げさせる様子も

しばしば見受けられますが、これもノルの幼児語と言えるでしょう。乳幼児

期からこんな母親に育てられた広島県民にとって、もはや広島弁という認

識すらなく「ノル」「ノッテ」を使っているのかもしれませんね。学校健診のよ

うに背もたれやヘッドレストのない環境下で術野を確保するのにも「ノッテ」

は役立ちそうですね。明日からの臨床のお役に立てれば幸いです。 
※国語学的な知識を持たない一介の歯科医の見解であり、間違っている

かもしれません(笑)。 

 

11 月定例理事会報告 

「部外報告」 

１０月２６日 ｢ライフステージに応じた歯科口腔保 

 健推進検討会議」 

 郡市地区歯科医師会公衆衛生担当理事 

 者研修会 

１０月２８日 健康福祉局保健指導課長との協議 

１０月３０日 広島県医師国保との協議(国保組合) 

１０月３１日 広島市保育園及び認定こども園保健功 

 労者表彰審査会 

１１月 １日 社会保険診療報酬支払基金再審査 

１１月 ２日 日本法歯科医学会前日打合せ 

１１月 ３日 日本法歯科医学会第 13 回学術大会 

１１月 ６日 広島ホームテレビ収録 

１１月 ７日 新規個別指導立会 

１１月 ８日 ｢8020｣いい歯の表彰式及び 

 グランドビューティフル歯ッション賞 

 認定証授与式 

〃 広島県歯科保健文化賞表彰式 

 (広島矯正歯科医会受賞) 

１１月１０日 第 4 回薬と健康の「やく薬フェスタ」 

〃 広島県歯科医師国保組合説明会 

１１月１６日 (県)会員面談 

１１月１７日 広島市医師会ゴルフ大会 

１１月１９日 会員面談 

〃 国保連合会歯科審査部会 

１１月１９－２５日 社会保険診療報酬支払基金審査 

 (合議 25 日) 

１１月２０－２４日 国保連合会歯科審査部会 
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１１月２１日 広島県歯科医師国保組合理事会 

１１月２２日 広島大学二川教授と塩野義製薬との面談 

１１月２４日 広島東洋カープ歯科健診 

１１月２５日 広島赤十字・原爆病院地域医療支援病 

 院運営委員会 

１１月２６日 三師会協議懇談会 

１１月２７日 広島市保育園及び認定こども園保健功 

 労者表彰式 

〃 広島市教育委員会「歯・口の外傷対応パ 

 ネル及びティースキーパーネオ」贈呈式 

 

（連盟関係） 

１０月２７日 自由民主党広島政経文化懇談会 

１１月１８日 地方政調会 

１１月２０日 松井かずみを囲む会 

 

（総務関係） 

１１月１０日 第 1 回学術講演会 

１１月１１日 ぽるフェス反省会 

１１月２０日 河内裕美氏との新年互礼会打合せ 

１１月２６日 三役会 

１１月２７日 定例理事会 

 

（慶弔関係） 

１１月 ２日 南区支部 妹尾博文先生ご尊父様ご逝去 

１１月 ３日 中区支部 小崎正晴先生 ご逝去 

１１月２０日 南区支部 水内裕之先生 広島市長表彰 

 (保健医療事業功労) 

〃 広島市優良技能勤労者表彰 

 旭町歯科医院 松坂優子   

 中西歯科医院 冨田珠代 

 ア歯科広島東Ｇ小松診療所 葉幸栄 

１１月２１日 中区支部 大西定先生  

 広島県知事表彰(公衆衛生功労) 

１１月２２日 南区支部 鍋島耕二先生ご母堂様ご逝去 

 

（入会退会関係） 

１０月２９日  中区支部新規入会者説明会 

１０月３１日  中区支部光山素夫先生入会 

〃 西区支部三宅輝湖先生退会 

１１月１２日 入会後面談(光山素夫先生) 

 

（県歯理事会関係） 

１１月 ７日 県歯理事会 

 

（１）総務部（森本理事） 

１０月２４日 ＦＭちゅーピー収録 

１０月２９日 中区支部新規入会者説明会 

１１月 １日 休日診療レセプト点検 

１１月 ２日 会員面談 

１１月 ８日 定例委員会 

１１月１２日 入会後面談(光山素夫先生) 

１１月１４日 (県)保険部常任委員会 

１１月２０日 会員面談 

１１月２７日 休日診療レセプト点検 

 休日診療保険請求における留意事項に 

 ついて 

 

（２）学術部（花岡理事） 

１０月３１日 第一三共㈱と打合せ 

１１月 ８日 定例委員会 

１１月１０日 第 4 回薬と健康の「やく薬フェスタ」 

〃 第 1 回学術講演会 

１１月１１日 ぽるフェス反省会 

１１月１８日 第一三共㈱との打合せ 

 

（３）厚生部（ 谷理事 ） 

１０月３０日 新年互礼会ハーモニーホール打合せ 

〃 新年互礼会小泉本店打合せ 

１１月１０日 第 1 回学術講演会 

１１月１２日 厚生部定例委員会 

１１月１３日 新年互礼会小泉本店打合せ 

１１月１９日 令和元年度南区地域ケアマネジメント 

 会議 

１１月２０日 新年互礼会ハーモニーホール打合せ 

１１月２１日 ＦＭちゅーピー収録 

１１月２５日 厚生部臨時委員会 

 

（４）地域歯科保健部 

１０月２６日  ｢ライフステージに応じた歯科口腔保 

 健推進検討会議」 

 郡市地区歯科医師会公衆衛生担当理事 

 者研修会 

１１月 ８日  ｢8020｣いい歯の表彰式及び 

 グランドビューティフル歯ッション賞 

 認定証授与式 

１１月１３日  (県)地域保健部、学校保健部、介護・福 

 祉医療部常任委員会 

１１月１５日  定例委員会 

１１月２４日  広島東洋カープ歯科健診 

１１月２７日 広島市教育委員会「歯・口の外傷対応パ 

 ネル及びティースキーパーネオ」贈呈式 

 

＜学校保健＞（有馬理事） 

１０月２４日 ＦＭちゅーピー収録 

１０月３１日 (県)保育施設での歯科疾患及び歯科保 

 健活動の実態調査会議打合せ 

１１月 ２日 (南区地対協)南区市民公開講座 

１１月１４日  就学時健康診断 

１１月１７日  第 58 回広島県歯科医学会 

 ・令和元年度臨時健康診断及び就学時 

 健康診断について 

 ・歯鏡等の滅菌配送業務について 

 ・令和 2年度学校歯科医協議会について 

 

＜地域保健＞（若林理事） 

１０月２４日  広島市障害者差別解消支援条例制定に 

 向けた意見交換会 

１１月 ６日 広島ホームテレビ収録 

１１月１０日 (県)世界糖尿病予防デー血糖測定イベ 

 ント 

１１月１２日 (県)産業安全衛生大会 

１１月１８日 中区地域ケアマネジメント会議 

１１月１９日 (県)摂食嚥下機能訓練研修会準備委員会 

１１月２１日 広島市障害者差別解消支援地域協議会 

 (令和元年度第 4 回) 

 

＜地域連携＞（藤田理事） 
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会員の皆様へ 
広島市歯科医師会だよりに関するご意見やお問い合わせは、各記事に担当部がある場合

は、担当部の理事あてにお願いします。それ以外については、広島市歯科医師会事務局ない
しは広報部担当理事水内裕之までお寄せ下さい。 
広島市歯科医師会事務局   E-Mail: hiroshima@dentalpark.net 
広報部担当理事 水内裕之  E-Mail: mizuuchi.shika@gmail.com 

広島市歯科医師会ホームページ  
http://www.hiroshima-da.com/ 
会員専用ページ   

ﾕｰｻﾞｰ名 ： Futaba    

本会ＰＡＳＳ ： ２６２２６６２ 
協議会ＰＡＳＳ ： welfare 

 
 

１１月１３日  (西区地対協)中広圏域介護予防教室 

１１月１４日  アウトリーチ型オーラルフレイル予放 

 事業について  

 広島大学歯学部教員松本、倉脇歯科衛 

 生士と面会                                      

 

（５）広報部（水内理事） 

１１月 ５日 校正委員会 

１１月 ８日  ｢8020｣いい歯の表彰式及び 

 グランドビューティフル歯ッション賞 

 認定証授与式 

〃 広島ホームテレビとの打合せ 

１１月１０日 第 1 回学術講演会 

１１月１９日  情報調査委員会                         

１１月２１日  ＦＭちゅーピー収録 

１１月２７日  広島市教育委員会「歯・口の外傷対応パ 

 ネル及びティースキーパーネオ」贈呈式 

ＦＭちゅーピー（新聞掲載） 

１２月 ４日「乳歯は永久歯のナビゲーター」 

 広島市歯科医師会理事 

 谷  厳範氏 

１２月１８日「顎関節症について」 

 広島市歯科医師会理事 

 水内 裕之氏 

 

（６）広島市歯科医師会ホームページについて 

ホームページアクセス数 

一般サイト 訪問者 1,714 (累計 138,180)  

ページビュー 8,769 (累計 460,280) 

会員サイト 訪問者 180 (累計 28,402) 

ページビュー 634 (累計 214,173) 

広報部 … Talking Heads＜最新情報＞ 

掲載件数 49 件(10/16～11/20) 

 

（７）特別委員会 

（８）救急蘇生委員会 

（９）歯科医療安全相談 

１１月 ５日 相談 治療と医院紹介について(50歳代女性) 

１１月１９日 相談 原因不明の歯痛について 

 (70 歳代女性) 

１１月２１日 苦情 非会員の医療機関の苦情について 

 (74 歳男性 来館) 

１１月２７日 相談 ブリッジの修理について(60歳代女性) 

  

「協議事項」 

（１）会費について（２名） 

    終身会員資格取得による会費額変更について

2 名承認。 

（２）入会について（１名） 

中区支部の河島紘太郎氏の入会について承認 

（３）会費等未納状況について 

    継続審議 

（４）学術講演会参加資格について 

    継続審議 

（５）クリスマスパーティーについて 

    内容について協議 

（６）令和 2 年新年互礼会について 

 内容について協議 

（７）広島市歯科医師会後期高齢者歯科健診研修会(謝礼) 

    対応確認 

（８）アウトリーチ型オーラルフレイル予防事業について 

    内容について協議、継続審議 

（９）年賀状送付先について 

    決定・連絡 

（10）その他 

    特になし 

「その他」 

  特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
広島市歯科医師会の住所及び連絡先 

   〒732-0057 
   広島市東区二葉の里 3 丁目 2番 4 号 
   広島市歯科医師会  TEL：082-262-2662 
            FAX：082-262-2668 

   休日診療専用電話 TEL：082-262-2672 

投稿記事締め切りは毎月25日です。 

ご協力お願いします。 

事務局までメール(上記)投稿 

お願いします。 


